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全国、東京都の外国人人口・割合の推移

コロナ禍で落ち込んだ外国人人口 直近２年で急増し対前年比増加率は10％超に

全国の外国人の２割が集積する東京 増加率・全人口比率ともに平均を大きく上回る

全国的な増加傾向においても東京が突出

少子高齢化で人口減少社会が進展するなか、外

国人の存在感が急速に高まっています。今後の日

本の持続的な経済成長、国民生活の向上のため、

外国人労働力の活用や外国人材の積極的受け入れ

などの議論も進みつつあります。果たして、東京

の外国人の実態はどのような状況なのでしょうか。

今回のレポートは、全国と東京都における外国人

人口の推移、東京23区内での国籍・地域別に見た

各区の状況や増減の実態についてみていきます。

全国の外国人人口の推移【図表１】をみると※１）、

2013年の198万200人から2020年の286万6,715人

まで右肩上がりで増加し、2021、22年はコロナ

禍でいったん減少するものの、ふたたび急増して

2024年時点で332万3,374人に至っています。

2023、24年の対前年増加率はいずれも10％を超

え、コロナ明け以降の増加がとくに目立ちます。

1

総人口に占める外国人人口の割合（以下、外国人

割合）も1.5％（2013年）から2.7％（2024年）へ

と約1.7倍に上昇しています。

東京都の推移をみると、2013年の38万5,195人

から2020年の57万7,329人まで増加を続けました。

2022年に51万7,881人まで落ち込んだものの、こ

れ以降の２年間で約13万人急増して2024年には

64万7,416人となっています。2023、24年の増加

率はいずれも12％前後で、全人口に占める外国人

割合も2.9％（2013年）から4.7％（2024年）に上

昇し、いずれも全国を大きく上回る数値となって

います。

また、全国の外国人人口に占める東京都の割合

（2024年）も19.5％（＝64万7,416人／332万

3,374人）であり、東京に大きく集積している状

況がみてとれます。

※１）2012年7月に外国人登録制度が廃止され、外国人住民も住民基本台帳法の適

用対象に加えられるようになった2013年1月からの推移をみている。

出典）総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」(各年1月1日時点)データより作成

◆対前年増減率
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【図表１】外国人人口・割合・増減率の推移（全国、東京都）

外国人人口（全国） 外国人人口（東京都） 外国人割合（全国） 外国人割合（東京都）

人口（千人） 割合（％）
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東京都における外国人の国籍・地域別内訳の推移

増加を続ける中国と微減の韓国で約半数 ベトナム、フィリピン、ネパールが続く

ミャンマー、インドネシアは約150％の増加率で急伸中

直近７年間で動く国籍・地域別ランキング

次に、東京都にどのような国籍・地域の外国人

が住んでいるのかをみていきます。

2024年時点の外国人人口の国籍・地域別内訳

（上位10か国・地域）【図表２】をみると、中国

25万7,198人（外国人人口の39.7％）、韓国8万

7,955人（同13.6％）の２カ国でほぼ半数を占め

ています。次にベトナム4万4,087人（同6.8％）、

フィリピン3万5,634人（同5.5％）、ネパール3万

5,310人（同5.5％）、台湾2万1,771人（同3.4％）

と続いています。

2017年から2024年にかけての上位10か国の推

移【図表３】をみると※２）、2017年時点ではフィ

リピンが3位でしたが、2018年にベトナムがフィ

リピンを上回り、引き続き３位に位置しています。

また、2024年にはミャンマーがインドを上回って

８位に、ランク外だったインドネシアがタイを上

回って10位に躍り上がっています。この７年間の

国籍・地域別の増加数（増加率）では、中国が７

万人余り（増加率38.4％）増加した一方、韓国は

ほぼ横ばい（800人の減少）の状況にあります。

ベトナム（1.6万人、58.8％増）、ネパール（1.3

万人、55.8％増）、インド（0.7万人、69.4％増）

の３カ国が約60～70％の増加率をみせ、その他で

はミャンマー（1.2万人、140.9％増）とインドネ

シア（0.6万人、163.2％増）の２カ国が140～

160％程度の増加率で急増しているのが目を引き

ます。

※２）東京都「外国人人口」統計の国籍・地域別内訳に関しては、

2016年10月まで「中国」の数値に「台湾」が含まれているため、2017

年1月以降のデータで集計・分析している。

出典）東京都「外国人人口」（各年1月1日時点）をもとに作成

中国 39.7%

韓国 13.6%
ベトナム6.8%

フィリピン5.5%

ネパール5.5%

台湾 3.4%

米国 3.1%

ミャンマー3.1%

インド 2.7%

インドネシア1.5%

その他 15.2%

東京都外国人人口

647,416人

2024年

【図表２】東京都外国人人口（国籍・地域別内訳、2024年）
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東京23区内における外国人の居住動向と注目エリア

都心エリアの人口増加 中国・韓国国籍の富裕層が牽引か

南・東南アジア地域は城北・城東エリアでの伸びが顕著に

外国人割合の推移

続いて、東京23区内の外国人の状況を各区別に

みていきます。

東京23区内の外国人人口【図表４】は、2024

年時点で区全体では54万2,864人を数えます。各

区別の人口では、新宿区4.4万人、江戸川区4.3万

人、足立区3.9万人、江東区3.7万人、豊島区3.3

万人、板橋区3.2万人、大田区2.8万人、北区2.7

万人の順に多くなっています。

外国人割合をみると、区全体では4.4％（2017

【図表３】東京都外国人人口（国籍・地域別）の推移

人口 割合 人口 割合 人口 割合 人口 割合 増加数 増加率

1 中国 185,883 38.2% 中国 231,196 40.0% 203,348 39.3% 1 中国 257,198 39.7% 71,315 38.4%

2 韓国 88,755 18.2% 韓国 93,595 16.2% 83,171 16.1% 2 韓国 87,955 13.6% -800 -0.9%

3 フィリピン 30,761 6.3% ベトナム 38,227 6.6% 34,388 6.6% 3 ベトナム 44,087 6.8% 16,325 58.8%

4 ベトナム 27,762 5.7% フィリピン 33,818 5.9% 32,523 6.3% 4 フィリピン 35,634 5.5% 4,873 15.8%

5 ネパール 22,660 4.7% ネパール 26,150 4.5% 24,482 4.7% 5 ネパール 35,310 5.5% 12,650 55.8%

6 台湾 17,281 3.6% 台湾 20,998 3.6% 17,297 3.3% 6 台湾 21,771 3.4% 4,490 26.0%

7 米国 16,939 3.5% 米国 19,129 3.3% 17,223 3.3% 7 米国 20,217 3.1% 3,278 19.4%

8 インド 10,354 2.1% インド 13,689 2.4% 13,049 2.5% 8 ミャンマー 19,868 3.1% 11,619 140.9%

9 ミャンマー 8,249 1.7% ミャンマー 10,056 1.7% 10,883 2.1% 9 インド 17,537 2.7% 7,183 69.4%

10 タイ 7,651 1.6% タイ 8,071 1.4% 7,373 1.4% 10 インドネシア 9,719 1.5% 6,026 163.2%

その他 70,051 14.4% その他 82,400 14.3% 74,144 14.3% その他 98,120 15.2% ー ー

総数 486,346 100.0% 577,329 100.0% 517,881 100.0% 総数 647,416 100.0% 647,415 33.1%

2022年 2024年 2017年-2024年

国籍・地域別 国籍・地域別

2017年 2020年

出典）東京都「外国人人口」（各年1月1日時点）をもとに作成

出典）東京都「外国人人口」及び「住民基本台帳による人口」（各年1月1日時点）をもとに作成

【図表４】東京都区部・外国人人口割合（2024年） 外国人人口・割合（外国人人口／総人口）の推移

2017年 2024年 2017年 2024年
増加

ポイント

千代田区 2,665 3,858 4.5% 5.6% 1.2

中央区 6,176 10,370 4.1% 5.9% 1.7

港区 18,992 21,278 7.6% 8.0% 0.4

新宿区 41,235 43,897 12.2% 12.6% 0.4

文京区 9,174 14,036 4.3% 6.0% 1.8

台東区 14,600 18,485 7.5% 8.7% 1.2

墨田区 11,495 15,663 4.3% 5.5% 1.2

江東区 26,077 37,006 5.1% 6.9% 1.7

品川区 11,742 15,485 3.1% 3.8% 0.7

目黒区 8,094 10,548 3.0% 3.8% 0.8

大田区 21,599 28,397 3.0% 3.9% 0.9

世田谷区 18,196 25,537 2.0% 2.8% 0.7

渋谷区 9,825 11,935 4.4% 5.2% 0.8

中野区 15,693 21,213 4.8% 6.3% 1.5

杉並区 14,543 19,178 2.6% 3.3% 0.7

豊島区 27,060 32,732 9.5% 11.2% 1.7

北区 19,552 27,362 5.7% 7.6% 2.0

荒川区 17,831 21,251 8.4% 9.7% 1.3

板橋区 22,667 32,351 4.1% 5.6% 1.6

練馬区 16,422 23,195 2.3% 3.1% 0.9

足立区 27,417 39,331 4.0% 5.7% 1.6

葛飾区 18,768 26,838 4.1% 5.7% 1.6

江戸川区 30,827 42,918 4.5% 6.2% 1.8

区全体 410,650 542,864 4.4% 5.6% 1.2

外国人割合外国人人口



年）から5.6％（2024年）と急ピッチで上昇し

ています。2024年時点の各区別の外国人割合

は、新宿区12.6％を筆頭に、豊島区11.2％、荒

川区9.7％、台東区8.7％、港区8.0％がとくに高

く、北区7.6％、江東区6.9％、中野区6.3％、江

戸川区6.2％、文京区6.0％が続いています。

この７年間の外国人割合の増加ポイントでみ

ると、北区（2.0ポイント）がもっとも高く、

次いで江戸川区・文京区（どちらも1.8ポイン

ト）、中央区・江東区・豊島区（いずれも1.7

ポイント）、足立区・葛飾区・板橋区（いずれ

も1.6ポイント）などが続き、文京区や中央区

といった都心エリアのほか、城北・城東エリア

での増加が目立っています。

外国人人口の増加率

2017年から24年までの外国人人口の動向

【図表５】を細かくみると、区全体では2017

年から20年までに7.5万人増加し、22年にかけ

て5.6万人減少するものの、24年までの２年間

でふたたび11.2万人増え、この７年間の増加数

は13.2万人（32.2％増）となっています。
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一方、この７年間の各区別の増加率では、

中央区（67.9％増）、文京区（53.0％増）、

千代田区（44.8％増）と都心エリアが高い伸

びを見せ、次に足立区（43.5％増）、葛飾区

（43.0％増）、板橋区（42.7％増）、江東区

（41.9％増）などが続いています。増加率で

みると、これまで外国人がそれほど多くな

かった中央区、文京区、千代田区において急

速に増加していることがみてとれます。

国籍別にみた外国人の動向

それでは、この７年間の各区別の増加の状況

を、国籍別にみていきましょう。ここでは、と

くに人口の多い中国と韓国、近年の増加率が高

いベトナム、ネパール、ミャンマー、インドを

取り上げます。

＜都心部に急増する中国人＞

中国国籍の人は、新宿区、豊島区のほか、江

東区、江戸川区、板橋区などの城北・城東エリ

アに多く住んでいますが、この７年間の推移で

みると文京区（109.6％増）、中央区（105.2％

【図表5】東京都区部・外国人増加率（全体・2017-2024年） 外国人人口の推移・増加率（全体・2017-2024年）

増加数 増加率

千代田区 2,665 3,228 2,814 3,858 1,193 44.8%

中央区 6,176 8,474 8,062 10,370 4,194 67.9%

港区 18,992 20,314 16,929 21,278 2,286 12.0%

新宿区 41,235 42,598 33,907 43,897 2,662 6.5%

文京区 9,174 11,635 9,746 14,036 4,862 53.0%

台東区 14,600 15,757 13,896 18,485 3,885 26.6%

墨田区 11,495 12,979 11,892 15,663 4,168 36.3%

江東区 26,077 31,021 29,275 37,006 10,929 41.9%

品川区 11,742 13,900 12,538 15,485 3,743 31.9%

目黒区 8,094 9,673 8,794 10,548 2,454 30.3%

大田区 21,599 25,287 23,102 28,397 6,798 31.5%

世田谷区 18,196 23,034 21,028 25,537 7,341 40.3%

渋谷区 9,825 11,266 9,779 11,935 2,110 21.5%

中野区 15,693 20,095 15,759 21,213 5,520 35.2%

杉並区 14,543 18,576 15,203 19,178 4,635 31.9%

豊島区 27,060 29,672 24,200 32,732 5,672 21.0%

北区 19,552 23,550 21,470 27,362 7,810 39.9%

荒川区 17,831 19,298 17,570 21,251 3,420 19.2%

板橋区 22,667 28,782 25,663 32,351 9,684 42.7%

練馬区 16,422 21,490 18,829 23,195 6,773 41.2%

足立区 27,417 34,040 33,138 39,331 11,914 43.5%

葛飾区 18,768 23,126 21,630 26,838 8,070 43.0%

江戸川区 30,827 38,172 35,220 42,918 12,091 39.2%

区全体 410,650 485,967 430,444 542,864 132,214 32.2%

2017-24年
2017年 2020年 2022年 2024年

出典）東京都「外国人人口」及び「住民基本台帳による人口」（各年1月1日時点）をもとに作成



増）、千代田区（91.3％増）のほか渋谷区

（85.6％増）など、都心エリアや渋谷区での増

加率がかなり目立っています。これは、晴海な

ど臨海部のタワーマンションがある中央区や、

東京大学や国立の小中学校があり教育環境が充

実している文京区など、都心部の住環境や教育

環境を求める富裕層の動向が影響していると言

われています【図表６】。

＜新宿区で人口を大きく減らす韓国人＞

韓国国籍の人は、多くの韓国料理屋や雑貨店

5

があり、韓流カルチャー発信地の新大久保で知

られる新宿区を筆頭に、足立区、荒川区、江戸

川区などに多数住んでいましたが、コロナ禍で

大きく人口を減らし、2024年時点でも多くの

区でコロナ禍前の人口に至っていません。ここ

7年間の推移でみると、むしろ中央区（28.1％

増）、渋谷区（20.2％増）で増加率が高くなっ

ており、中国人と同様に富裕層が都心部に住む

傾向が強くなっているとみられます【図表７】。

【図表６】東京都区部・外国人増加率（中国・2017-2024年） 外国人人口の推移・増加率（中国・2017-2024年）

増加数 増加率

千代田区 1,098 1,386 1,309 2,101 1,003 91.3%

中央区 2,483 3,708 3,682 5,094 2,611 105.2%

港区 3,525 4,232 3,871 6,214 2,689 76.3%

新宿区 13,236 15,120 11,468 17,240 4,004 30.3%

文京区 3,645 5,211 4,792 7,639 3,994 109.6%

台東区 6,198 7,029 6,128 9,031 2,833 45.7%

墨田区 5,271 6,115 5,538 7,848 2,577 48.9%

江東区 12,796 15,657 14,584 18,639 5,843 45.7%

品川区 3,860 4,751 4,389 5,506 1,646 42.6%

目黒区 1,525 1,969 1,849 2,543 1,018 66.8%

大田区 7,485 8,895 7,889 9,122 1,637 21.9%

世田谷区 4,691 6,562 5,793 7,460 2,769 59.0%

渋谷区 1,665 2,348 1,934 3,090 1,425 85.6%

中野区 5,528 7,445 5,539 7,927 2,399 43.4%

杉並区 4,716 6,356 4,964 6,414 1,698 36.0%

豊島区 11,948 13,525 10,972 15,296 3,348 28.0%

北区 9,520 11,706 10,510 13,053 3,533 37.1%

荒川区 7,147 7,848 7,083 8,475 1,328 18.6%

板橋区 12,157 15,367 13,188 15,780 3,623 29.8%

練馬区 6,564 9,448 7,849 9,407 2,843 43.3%

足立区 11,364 15,310 14,561 16,790 5,426 47.7%

葛飾区 9,649 12,058 10,970 12,658 3,009 31.2%

江戸川区 13,735 16,533 14,325 16,348 2,613 19.0%

区全体 159,806 198,579 173,187 223,675 63,869 40.0%

2017-24年
2017年 2020年 2022年 2024年

【図表７】東京都区部・外国人増加率（韓国・2017-2024年） 外国人人口の推移・増加率（韓国、2017-2024年）

増加数 増加率

千代田区 413 488 431 457 44 10.7%

中央区 1,228 1,529 1,410 1,573 345 28.1%

港区 3,369 3,498 3,039 3,512 143 4.2%

新宿区 10,034 10,150 8,654 9,021 -1,013 -10.1%

文京区 1,725 1,706 1,472 1,622 -103 -6.0%

台東区 3,221 3,040 2,769 2,816 -405 -12.6%

墨田区 1,946 1,965 1,806 1,910 -36 -1.8%

江東区 4,324 4,553 4,319 4,515 191 4.4%

品川区 2,248 2,580 2,258 2,513 265 11.8%

目黒区 1,528 1,542 1,398 1,593 65 4.3%

大田区 3,442 3,565 3,137 3,389 -53 -1.5%

世田谷区 4,028 4,479 3,956 4,202 174 4.3%

渋谷区 1,518 1,682 1,577 1,824 306 20.2%

中野区 2,792 3,383 2,503 2,721 -71 -2.5%

杉並区 2,546 2,910 2,279 2,570 24 0.9%

豊島区 2,416 2,610 2,072 2,371 -45 -1.9%

北区 2,349 2,459 2,246 2,379 30 1.3%

荒川区 5,225 4,869 4,448 4,433 -792 -15.2%

板橋区 2,867 3,401 2,982 3,249 382 13.3%

練馬区 3,897 4,529 3,912 4,147 250 6.4%

足立区 7,251 7,345 6,899 6,811 -440 -6.1%

葛飾区 3,043 3,121 2,944 2,986 -57 -1.9%

江戸川区 4,331 4,391 3,910 3,949 -382 -8.8%

区全体 75,741 79,795 70,421 74,563 -1,178 -1.6%

2017-24年
2017年 2020年 2022年 2024年

出典）東京都「外国人人口」及び「住民基本台帳による人口」（各年1月1日時点）をもとに作成



＜江戸川・足立区などで増えるベトナム人＞

ベトナム国籍の人は、全国各地で技能実習生

や特定技能者として製造業、建設業、農業・漁

業などで働いていますが、首都圏では留学生が

多いようです。かつては日本語学校がある新宿

区、豊島区に多く住んでいましたが、2024年

時点では、家賃も比較的安価で交通の便の良い

江戸川区（総武線の小岩駅周辺）や足立区、大

田区などに住み、日本語学校に通うという生活

をしているとみられます。ここ７年間の推移で
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みると、足立区（230.5％増）の伸びがとくに

目立っています【図表８】。

＜新宿・豊島・大田区のほか杉並・中野区で増

えるネパール人＞

日本の本格的インドカレー屋はネパール人経

営が多いことで知られますが、ネパールからの

留学生数もベトナムに次いで多くなっています。

ネパール国籍の人は、かつては新宿区、豊島区

に多く住んでいましたが、近年は大田区でも増

加しています。また2013年、杉並区荻窪に世

出典）東京都「外国人人口」及び「住民基本台帳による人口」（各年1月1日時点）をもとに作成

【図表９】東京都区部・外国人増加率（ネパール・2017-2024年） 外国人人口の推移・増加率（ネパール・2017-2024年）

増加数 増加率

千代田区 56 27 27 22 -34 -60.7%

中央区 125 95 94 81 -44 -35.2%

港区 114 102 83 127 13 11.4%

新宿区 3,430 2,909 2,320 3,183 -247 -7.2%

文京区 327 308 230 277 -50 -15.3%

台東区 588 547 360 561 -27 -4.6%

墨田区 314 279 277 405 91 29.0%

江東区 538 642 637 865 327 60.8%

品川区 661 726 679 903 242 36.6%

目黒区 286 245 224 232 -54 -18.9%

大田区 1,983 2,293 2,195 3,058 1,075 54.2%

世田谷区 428 478 476 595 167 39.0%

渋谷区 192 195 178 183 -9 -4.7%

中野区 1,253 1,850 1,735 2,305 1,052 84.0%

杉並区 1,535 2,230 1,928 2,402 867 56.5%

豊島区 2,832 2,831 2,163 2,754 -78 -2.8%

北区 1,014 1,286 1,141 1,835 821 81.0%

荒川区 916 1,125 1,109 1,951 1,035 113.0%

板橋区 826 1,259 1,334 2,349 1,523 184.4%

練馬区 528 748 793 1,124 596 112.9%

足立区 397 495 624 1,151 754 189.9%

葛飾区 689 887 964 1,408 719 104.4%

江戸川区 928 1,199 1,209 2,017 1,089 117.3%

区全体 19,960 22,756 20,780 29,788 9,828 49.2%

2017-24年
2017年 2020年 2022年 2024年

【図表８】東京都区部・外国人増加率（ベトナム・2017-2024年） 外国人人口の推移・増加率（ベトナム・2017-2024年）

増加数 増加率

千代田区 42 78 78 93 51 121.4%

中央区 166 184 201 257 91 54.8%

港区 128 154 157 207 79 61.7%

新宿区 3,556 3,042 2,198 2,474 -1,082 -30.4%

文京区 579 1,003 526 528 -51 -8.8%

台東区 818 839 749 954 136 16.6%

墨田区 484 712 533 763 279 57.6%

江東区 793 1,093 993 1,187 394 49.7%

品川区 408 618 475 673 265 65.0%

目黒区 115 212 202 271 156 135.7%

大田区 1,053 1,834 1,867 2,446 1,393 132.3%

世田谷区 612 1,004 851 1,126 514 84.0%

渋谷区 239 359 220 254 15 6.3%

中野区 1,517 1,899 1,438 1,728 211 13.9%

杉並区 1,108 1,527 1,263 1,520 412 37.2%

豊島区 3,237 3,194 2,462 2,691 -546 -16.9%

北区 1,556 2,099 1,767 2,099 543 34.9%

荒川区 1,525 1,862 1,562 1,726 201 13.2%

板橋区 1,238 1,754 1,658 2,120 882 71.2%

練馬区 551 957 896 1,323 772 140.1%

足立区 968 1,983 2,204 3,199 2,231 230.5%

葛飾区 869 1,362 1,287 1,960 1,091 125.5%

江戸川区 1,774 2,771 2,773 3,389 1,615 91.0%

区全体 23,336 30,540 26,360 32,988 9,652 41.4%

2017-24年
2017年 2020年 2022年 2024年



界初のネパール人学校「エベレスト・インター

ナショナルスクール・ジャパン」が開校し、杉

並区、中野区でも人口が増えつつあります。こ

こ７年間の推移でみると、留学生の増加もあっ

て足立区（189.9％増）、板橋区（184.4％増）

の伸びが顕著です【図表９】。

＜新宿・豊島・北区などに多く住むミャンマー

人＞

ミャンマー国籍の人が多く来日するように

なったのは、民主化要求デモ（1988年）を発
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端とする激しい反政府運動の混乱により母国を

離れた人たちの一部が、ミャンマー人僧侶の営

む寺院がある新宿区中井に集まったためと言わ

れています（今は高田馬場がミャンマーコミュ

ニティとして有名）。新宿区、豊島区、北区に

多く住んでいますが、近年は技能実習生や特定

技能者としての来日が多く、ここ７年間の推移

でみると、足立区（883.9％増）、練馬区

（417.3％増）、板橋区（307.5％増）の伸びが

とくに目立っています【図表10】。

出典）東京都「外国人人口」及び「住民基本台帳による人口」（各年1月1日時点）をもとに作成

【図表10】東京都区部・外国人増加率（ミャンマー・2017-2024年） 外国人人口の推移・増加率（ミャンマー・2017-2024年）

増加数 増加率

千代田区 7 12 9 20 13 185.7%

中央区 36 41 46 83 47 130.6%

港区 50 54 60 92 42 84.0%

新宿区 1,912 1,865 1,734 2,375 463 24.2%

文京区 212 337 292 481 269 126.9%

台東区 97 123 125 274 177 182.5%

墨田区 84 89 108 185 101 120.2%

江東区 345 458 455 683 338 98.0%

品川区 220 300 256 415 195 88.6%

目黒区 51 48 46 74 23 45.1%

大田区 257 292 315 729 472 183.7%

世田谷区 103 155 183 303 200 194.2%

渋谷区 60 50 38 74 14 23.3%

中野区 315 441 429 813 498 158.1%

杉並区 136 190 211 380 244 179.4%

豊島区 1,783 2,007 2,126 3,547 1,764 98.9%

北区 849 1,015 1,151 1,929 1,080 127.2%

荒川区 416 503 609 1,196 780 187.5%

板橋区 281 381 475 1,145 864 307.5%

練馬区 127 201 269 657 530 417.3%

足立区 93 227 365 915 822 883.9%

葛飾区 204 268 298 703 499 244.6%

江戸川区 241 419 490 932 691 286.7%

区全体 7,879 9,476 10,090 18,005 10,126 128.5%

2017-24年
2017年 2020年 2022年 2024年

【図表11】東京都区部・外国人増加率（インド・2017-2024年） 外国人人口の推移・増加率（インド・2017-2024年）

増加数 増加率

千代田区 66 84 59 78 12 18.2%

中央区 267 305 228 286 19 7.1%

港区 623 689 440 484 -139 -22.3%

新宿区 227 249 210 275 48 21.1%

文京区 90 107 82 118 28 31.1%

台東区 692 720 675 775 83 12.0%

墨田区 93 142 115 160 67 72.0%

江東区 1,819 2,363 2,484 3,810 1,991 109.5%

品川区 409 369 262 382 -27 -6.6%

目黒区 189 228 161 180 -9 -4.8%

大田区 252 351 275 469 217 86.1%

世田谷区 445 524 540 602 157 35.3%

渋谷区 172 215 209 186 14 8.1%

中野区 98 147 93 125 27 27.6%

杉並区 103 114 100 139 36 35.0%

豊島区 136 168 147 193 57 41.9%

北区 158 212 181 176 18 11.4%

荒川区 98 133 109 121 23 23.5%

板橋区 117 127 117 177 60 51.3%

練馬区 123 124 118 135 12 9.8%

足立区 126 169 150 260 134 106.3%

葛飾区 78 116 119 208 130 166.7%

江戸川区 3,225 5,035 5,201 6,881 3,656 113.4%

区全体 9,606 12,691 12,075 16,220 6,614 68.9%

2017-24年
2017年 2020年 2022年 2024年



＜江戸川・江東区を中心に徐々に広がるインド人＞

インド国籍の人の多くは、コンピューター2000

年問題で多くの企業がインドのIT技術者を呼び寄せ、

都心への通勤がしやすい東西線沿線の西葛西駅周辺

に多く住み始めたのが来日のきっかけと言われてい

ます。2024年時点でも江戸川区と隣接区の江東区

に、23区全体の７割近い約1万700人が住んでいま

す。ここ７年間の増加でみても、この江戸川区

（113.4％増）と江東区（109.5％増）の伸びが高い

ですが、葛飾区（166.7％増）、足立区（106.3％

増）などでも増えつつある状況がみてとれます【図

表11】。

このように東京では、外国人労働者や留学生の受
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け入れに伴って外国人人口が急増し、それぞれ

の国籍・地域のコミュニティを築きながら生活を

営みつつあります。

近年の区別の推移では、中央・千代田区といっ

た都心エリア、足立・板橋といった城北エリア、

葛飾・江東区といった城東エリアの伸びが顕著で

した。また国籍別では、都心では中国・韓国国籍

の人、城北・城東エリアでは南・東南アジア地域

の人が集積する傾向がみられました。

各エリアの状況・特徴をふまえつつ、外国人が

安心して生活できるような住まいやまちづくり、

各コミュニティの支援といった多国籍共生社会の

形成は、今後ますます重要になっていくでしょう。
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都市政策の第一人者 市川宏雄所長による分析結果統括

東京では全国に先駆けて外国人人口が急増

不動産価格や生活利便性などで国籍によって居住地選択の嗜好異なる

コロナ禍で落ち込んだ外国人の人口が直近２年で

急増し、対前年比で増加率が10％を超えました。

全国で、2013年の約198万人から2020年に約286.6万

人、2024年では約332.3万人になっています。

東京都には全国の外国人の２割が集積し、特に23

区では人口に占める外国人割合が2.9％（2013年）か

ら4.7％（2024年）に上昇、約54.3万人を数えます。

その内訳は中国と韓国で約半数を占めますが、ベ

トナム、フィリピン、ネパールがそれに続きます。

また、ミャンマー、インドネシアは約150％の増加

率で急伸しています。2024年時点では、中国が25.7

万人で外国人人口の約４割、韓国8.8万人（13.6％）

で、ベトナムが4.4万人（6.8％）で続きますが、

2018年にフィリピンを上回り３位となっています。

都心エリアの人口増加は中国と韓国国籍の富裕層

が牽引し、南アジア、東南アジア地域は城北・城東

エリアでの伸びが顕著です。外国人の数は、新宿区

4.4万人、江戸川区4.3万人、足立区3.9万人、江東区

3.7万人、豊島区3.3万人、板橋区3.2万人、大田区2.8

万人、北区2.7万人の順となっています。

とりわけ、都心エリアで急増する中国人が目立

ち、文京区（109.6％増）、中央区（105.2％増）、

千代田区（91.3％増）、渋谷区（85.6％増）と

なっています。ほかの区では、江戸川区、足立区

などで増えるベトナム人、新宿区・豊島区・大田

区・杉並区・中野区で増えるネパール人、新宿区、

豊島区、北区などに多く住むミャンマー人、江戸

川区、江東区を中心に徐々に広がるインド人が特

徴となっています。唯一、新宿区で韓国人が人口

を大きく減らしています。

外国人労働者や留学生の受け入れに伴って東京

では、全国に先駆けて外国人人口が急増していま

す。中央・千代田区といった都心エリア、足立・

板橋区といった城北エリア、葛飾・江東区といっ

た城東エリアでの伸びが顕著であり、エリアごと

に国籍別の集積が異なります。不動産価格や生活

の利便性などで国籍によって居住地選択の嗜好の

違いが垣間見えます。グローバル化が進む東京に

おいて、もはや欠かせない存在となった外国人労

働者や留学生の動向から目を離せません。
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